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だが、最近は子どもたちの良く聞いている“SEKAI

NOOWARI（セカオワ）”や“backnumber”の曲から

好きな曲をフォークギターの弾き語り（コード演奏

によるbackingのみでソロはほとんど弾けないが）を

練習して気分転換をしている。決して子どもたちに

取り入ろうなどとの目論見ではなく、ただ気に入っ

ているので演奏してみたいだけである。でも最近の

曲はひどく言葉が詰まっていてリズムも複雑で、昔

の曲と違って難しい。やっぱり年のせいなのかなあ

と思いつつ、でもほんとに難しいんだよなあと自分

を納得させている。もう一歩進んで今度はジャズピ

アノっぽい演奏もできたらと自らに期待している。

趣味の話が先んじてしまったが、仕事の方は、国

立病院機構の臨床研究部長として赴任し、ちょうど

10年目となった。国立病院では、全143病院のおよそ

半分の病院に臨床研究部か臨床研究センターが置か

れ、世界的にも大きな規模である臨床研究ネット

ワークが構築されている。これは独立行政法人化さ

れてからより体制が整えられ、EBM研究や、循環器、呼

吸器、消化器、神経疾患などなどさまざまな分野で

グループ研究が遂行されている。

これらのうち当院で実施可能な研究課題に参加

し、研究班などに出席のため月に１～２回ほど東京

や京都への出張がある。循環器科の専門医である

が、着任当初は臨床は外来と一部の検査のみであっ

たものの、このご時世で若い医師の医局からの派遣

がなくなり病棟主治医、当直、時には救急担当日な

どにも組み入れられ、最近は４週で５回の泊まりで

あった。年齢を重ねるに従い身体的な負担は軽くな

るどころか正味重くなっており、さすがに若いつも

りでも寝られなかったときなどは長ーく尾を引いて

しまうのは逃れようもない。当科では熟練の専門医

がそろっており、若い人が来ればかなり勉強できる

環境が整っていると思うのだが、思うに任せないの

が現実である。

そんな中で、臨床での緊張と趣味のバランスは、

精神を保つために欠かせないのだと思う。交感神経

が緊張しきってしまった時に、もう一つの趣味とし

て何事も忘れてガーデニング（ほとんど野良仕事）

に没頭することも精神バランスを取るには本当に大

きな作用を持っていることを実感している。

予想していた以上に忙しい現状ではあるが、色々

な班会議に参加させていただき、臨床面でも第一線

に参加せざるを得ないことから、新しい知識や薬物

治療の実際の感触が分かり、いまだに好奇心が衰え

ずにいられることは感謝すべきことであろう。

大学時代、医師国家試験対策に10人ほどのグルー

プで勉強会をしており、（いまだにその仲間で旅行に

行くこともあるのだが）、学生当時に私が糖尿病性昏

睡のインシュリン治療法について担当説明した折

に、このやり方は古くてこちらが新しいのだとあま

りに繰り返したので、その一人から、「お前だったら

60歳になってもまだこの治療は新しくてこれは古い

などと言っていそうだな」と言われたのを覚えてい

る。その時は60歳にもなれば、さすがにそんなこと

もなく、半ば引退前で好きなようにやっているんだ

ろうなあと内心思ったが、実際はどうなのであろう

か？

前述のように、少しは新しい知識に触れる機会が

あり、分不相応にもかかわらずささやかではあるが

時々講演・講義を依頼されたりすることもあるのは、

少し負担でもあるが、現役でいるからこそ、と身に

余る有難いことと感じている。

未年の年男のしかも還暦を迎えるにあたり、思い

もかけない原稿の依頼で戸惑ってしまったが、現状

を記してみるつもりで思いつくままに書いてみた。

気持ちはこれまで通り、年齢をことさら自覚せず、

若くいようとも、年齢に見合うよう熟そうともせず、

まったく自然体ではあるが、脳も含めて体の方はそ

うもいかないのだろうと思いつつ、その次の未年に

は、また読み返してみることができる状態であるこ

とを期待したい。




